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O-蓋C去 Js2dSp6- PEabcna∂リd a p nc,
となるが,注目すべきは,
去Js2dSpe" PEabcna∂〃nbapnc
は Kroneckar指数と呼ばれるホモ トビ一類1I2(S2)を分類する位相不変量で厳密に整数値を取る. 従
-て伝導度は,0-孟cnとなり,必ず宏 Cの整数倍の値を取る｡すなわち,伝導度の伽 量子化が































































くり込み理論では電子及び光子の propagator及び vertexfunction を次のように re-scaleするO
の価値がうすれそうである｡電流は内部エネルギ Uーの電子系を貫くflux







6町 (A)-Jdpz書 方 Jd3pe-pTr〔
∂言~1(p,pz)･=, ､∂言~1(p,pz)
S(p,pz)



































一 意志 Jdp.Jdi '2'6-pTrlap言~1言∂リ言~1言∂p㌻ 1言〕e (6)
となりこれは3次元運動量空間からpropagatorの空間-の写像の巻き数であり,propagatorが積分
路の上で regularならば整数となる｡以上のようにして,ギャップ領域,及び局在領域ではホール伝導
度の量子化がおき,これはQEDの相互作用による補正をうけない｡
以上の議論の他に,物質中での電荷の真空中でのそれからのずれの効果,及び非線型ホール電流の非保
存についての証明が研究会で述べられたが,紙数の関係上ここでは省略する｡両方の議論にとってもゲー
ジ不変性が本質的な役割をする｡興味ある読者は我々の論文を参照されたい｡
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